
  

 

 

 

 

 

ニュースレター第 5号をお届けいたします。 今号は樋野先生のお言葉とカフェ責任者の大嶋先生が担当します。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OCC メディカル・カフェ ニュースレター 『賢明な寛容:the wise patience』 第５号                    

2023年5月  発行『お茶の水メデイカル・カフェ in OCC』 

 

人々に仕える 〜 愛に溢れた雰囲気 〜 

 

樋野興夫（順天堂大学名誉教授、新渡戸稲造記念センター長、恵泉女学園理事長） 

 

        

 

 

2023年 5月 20日『お茶の水メデイカル・カフェ in OCC』に赴いた。 筆者は、開会

の挨拶で、【『お茶の水メデイカル・カフェ in OCC』の根幹は『愛がなければ全ては

無意味』と『愛に溢れた雰囲気を醸し出す』】とさりげなく語った。 カフェ中に、筆

者は、隣の部屋で、4人との個人面談の機会が与えられた。  

 

閉会の挨拶では【『ただ、横にいるだけでいい。 必ず誰かの役に立っている』（東

洋経済新報社の新刊より）&『多角的な性格から 現れ出づる多面的な観察と識見』(新

渡戸稲造：1862-1933）&『正直になる、積極的に人々に仕えるの心得』】の学びの時と

なった。  

 

翌日(5 月 21 日)は、2007 年から始めた読書会であった。 筆者は、英文で書かれた

『代表的日本人』[内村鑑三(1861〜1930)著 鈴木範久訳、岩波文庫]と『武士道』(新渡

戸稲造著 矢内原忠雄訳、岩波書店）を交互に 毎月、参加者と音読しながら進めてい

る。 今回は、『代表的日本人』の『二宮尊徳』の第 4章『個人的援助』であった。『一

人の心は、大宇宙にあっては、おそらく小さな存在にすぎないであろう。 しかし、そ

の人が誠実でさえあれば、天地も動かしうる』が、今回の復学となった。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

峰岸大介さんという胸腺にがんを患った同じ教会の方がおられます。順天堂大学病院に通院されてい

る時、当時 KGK主事だった私を訪ねてお茶の水クリスチャンセンターに来てくださいました。がん告知

を受けても、家族の前で一度も涙を流すことのなかった男気の塊が、KGK の主事室で肩を震わせて、涙

を流されました。「先生、何かあったら家族のことお願いします。」と言われ、二人で神に叫ぶように祈

りました。そして祈った後「こういう時は、身体に悪いもんでも食べに行きましょ」と御茶ノ水駅のそ

ばのつけ麺を食べに行って、「こんなこと言う牧師はあんまりいないよね」と笑ってくれました。 

その後片方の肺を摘出しながらも、がんの転移は続き、放射線治療、抗がん剤治療を行っている頃で

しょうか。同じ教会の先代の牧師が辞任されました。二人で一緒に食事をしている時、「大嶋先生が鳩ヶ

谷教会の牧師になる日を、僕はずっと待っているから」と、大介さんから言われました。私は心のなか

で「私は「待つと言っても、いつまで…」と思いました。そして「この人の人生の最後の葬儀は自分が

しなきゃいけない」と思わされ、KGK総主事を辞め、鳩ヶ谷福音自由教会の牧師になりました。 

その後も国立がん研究センターでの治験に参加して、薬があわずに痩せていく大介さんに「ここはお

しゃれに目覚めましょう」とおしゃれ眼鏡を提案し、大介さんから「先生。これどう？」と眼鏡屋さん

からおしゃれな丸メガネをかけた大介さん写真が添付されたメールが届く、牧師と信徒の関係が始まり

ました。 

いよいよ背中に転移した腫瘍が大きくなり毎週の水曜日に大きくなる腫瘍に手を当てて、祈り続けま

した。ちょうど峰岸家の長女の愛さんに教会内でお付き合いが始まって、相手の方はまだ学生だったの

ですが、二人に「お父さんに早く婚約式だけでも見せてあげよう」という状況にまでなりました。そし

ていよいよ 3つ目の治験が始まった時、その薬が劇的に効いたのです。あっという間に全身に転移して

いたがんが消えていきました。その一年後、長女の愛さんの結婚式に、花嫁の父として入場してこられ

たのを目にした時は、結婚の喜びとは別の涙が私の頬に流れました。 

「俺は神様にがん治療でも用いられたいんだよね」とがん治療ですらと言っていた峰岸大介さんは

今、鳩ヶ谷メディカルカフェを教会のメンバー達とご夫妻で始めておられます。川口市の周辺のがん患

者の方の居場所を作りたいと願い、今年の 6月で丁度 2年目になります。樋野興夫先生を迎えて記念講

演会をやりました。 

その峰岸大介さんにがんが再発しました。教会では全力で祈っています。祈って、祈って、祈り倒し

ています。この人の牧師をやっていて良かったといつも思わせてくれる人が、峰岸大介さんです。 

            OCC副理事長/お茶の水メディカル・カフェ in OCC責任者 大嶋 重徳 

 


